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論文内容の要旨
インターネットをはじめ、情報通信ネットワークの急速な発展にともない、人や組織の活動が情報通信
ネットワークを介して実現される社会システムが構築されようとしている。知的な情報管理や情報検索、
人間と計算機関あるいは計算機関のインタラクション、知識共有や知識システム、環境に適応するソフト
ウェア等、さまざまな技術を使用し、ネットワークを介在した協働的な社会システムを実現していく試み
がある。特に、自律的かっ協調的に処理する能力をもっソフトウェアシステムと定義できる「エージェン
ト」と呼ばれる技術が注目されている。
本論文では、情報通信システムを、複数個のエージェントによる自律的かっ協調的なシステムとして実
現する技術を開発することを目的とした。
第1章では、研究の動機と目的を概観し、広い視野から研究のねらいを示した。
第2章では、情報通信システムへの応用を念頭において、マルチエージェントシステムについて概観し、
本研究の目的に応じて必要となる技術について研究動向や理論を述べた。その中で、市場経済モデルによ
るマルチエージェントシステムが有効であることを示した。
第3章では、活動者である「人」に依存しない役割モデルを用いた組織活動を提案し、モパイルエージェ
ントとパーソナルエージェント 2種類のエージェントの導入により、エージェント間の相互作用で組織活
動を支援するシステムを構築した。実装検証として、スケジュール調整をとりあげ、システムの有効性を
確認した。
第4章では、組織活動でのワークフローの実行を制御するために、役割モデルにもとづ、いたマルチエー
ジェントの相互作用と、最適な資源割り当ての仕組みを実現する方式を提案した。この方式を、 CTI
CComputer Telephony Integration)アプリケーションとして代表的なヘルプデスクシステムに応用し、
ワークフロー制御部分をシミュレーションシステムにて評価することにより、方式の有効性を確認した。
第5章では、公平性に着目した最適な資源、の割り当て機構について考察した。本機構を、従業員満足度
の向上の点で仕事の公平性が指摘されているコールセンタシステムに適用し、数値計算シミュレーション
により有効性を確かめた。
第6章では、情報通信サービスにおいて、不具合のないサービスの要求仕様と設計仕様を開発する仕組
みを実現するため、情報通信サービスの本質的情報を表すオントロジーの構築手法を提示した。この手法
を、要求仕様の記述支援と意味認識、および複数サービス記述の聞に起こる不整合の問題解決に応用し、
利用者自身が情報通信サービスを設計・構築する技術として有効であることがわかった。
第7章では、本研究の成果をまとめた。
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論文審査の結果の要旨
本論文は、人工知能分野のマルチエージェントシステムを応用した、自律的かっ協調的な情報通信シス
テムの実現を目指した研究をまとめたものである。
まず、組織活動支援システムを分析することにより、組織内の役割に着目した役割志向型組織モデルを
提案し、エージェントを利用した2つの協同作業支援システムを示している。 1つは、役割遂行を自律的・
分散的に支援するモパイルエージェントと、個人活動を支援するパーソナルエージェントからなるマルチ
エージェントシステムで、スケジュール調整問題に適用して有効性を確かめている。もう 1つは、組織活
動を記述したワークフローを制御するため，実行型エージェント、調整型エージェントとワークプレース
エージェントからなるマルチエージェントシステムを提案し、それをヘルプデスクシステムに適用し、シ
ミュレーションによって評価している。その結果、ワークフローの調整主体と実行主体がともにエージェ
ントとして独立し、実行エージェントがワークプレースに移動できる仕組みを備えているため、分散環境
下でもシステム構築可能となり、役割指向型組織モデルが有効性に富むことを明らかにしている。次に、
効率性と無羨望性を満たす割り当てを公平な割り当てと考え、エージェント間のジョブ割り当て手法を考
察し、無羨望性を用いることで利己的なマルチエージェントシステムが実現できることを明らかにしてい
るo 最後に、情報通信サービスの要求仕様と設計仕様間での不整合を防ぐことを目的とし、情報通信サー
ビスの本質的情報を示すオントロジーの構築手法を提案している。この手法は、要求仕様の記述支援と意
味認識に対して効果を有すると同時に、複数のサービス記述間での不整合を防ぐことも可能となり、極め
て有効な手法であることを明らかにしている。
これらの研究成果は、マルチエージェントシステムに新たな知見を提供するものであり、知識情報処理
システムを含む情報工学分野の発展に寄与することが大きい。よって、本論文の著者は博士(工学)の学
位を授与される資格があるものと認める。
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